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社長メッセージ

「持続可能な社会の実現」を目指して

九州電力株式会社
代表取締役
社長執行役員
池辺 和弘

　昨今、脱炭素化の進展や国際情勢等の影
響による燃料価格の変動など、私たちを取り
巻く環境は急激に変化しています。
　そのような変化の中にあっても、私たちは、
「ずっと先まで、明るくしたい。」という｢九電グ
ループの思い｣のもと、「持続可能（サステナ
ブル）な社会の実現」を目指して、事業を通じ
て｢社会価値｣と「経済価値」を同時に創出す
るサステナビリティ経営に取り組んでいます。
　具体的には、低炭素で環境にやさしいエネ
ルギーを安定してお届けし、お客さまと社会を
支えるという基本的使命を果たすとともに、都
市開発事業・ICTサービス事業等を通じた地
域の課題解決に取り組んでいます。また、地域
の皆さまとの信頼関係をより強固なものとして
いくため、地域のまつりへの参加やボランティア

活動にも積極的に取り組んでいるところです。
　これからも九州の地場企業として、「九州の
発展なくして、九電グループの発展なし」を合
言葉に、九州の皆さまと一緒に汗をかき、さま
ざまな課題の解決にチャレンジしながら、ス
テークホルダーの皆さまのご期待に応えるべ
く、グループ一丸となって邁進してまいります。
　引き続き、変わらぬご支援を賜りたく、よろし
くお願い申し上げます。
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持続的成長に向けた経営上の重要課題

脱炭素社会の
牽引
2050年

カーボンマイナス（※）の実現

エネルギーサービス
の高度化
お客さまの豊かで

サステナブルな未来に貢献

スマートで活力ある
社会の共創

社会・産業の変革を促進し、
九州とともに発展

多様な人財が活躍できる環境づくり
人と組織が成長し続ける組織文化の醸成により未来の価値を創出

ガバナンスの強化
成長を支えるガバナンスの確立

九電グループのマテリアリティ
マテリアリティ解決に向けた取組みを通じて、持続可能な社会への貢献と当社グループの中長期的な成長を実現します。

（※）電化の推進や再エネ開発等による社会の温室効果ガス（GHG）排出削減において、九電グループのGHG排出量 
を上回る削減効果を生み出すことで、事業活動による社会全体のGHG排出量をマイナスにすること

2050年
カーボンニュートラルの
実現に挑戦

九電グループは、2050年カーボンニュートラル（※1）の実現に挑戦します
～九州から日本の脱炭素をリードする企業グループを目指して～

●九電グループは、地球温暖化への対応を企業成長のチャンスと捉え、低・脱炭素のトップランナーとして、九州から日本の脱炭素をリードする
企業グループを目指します。

●エネルギー需給両面の取組みとして2つの柱を設定し、「電源の低・脱炭素化」と「電化の推進」に挑戦し続けます。
●社長を委員長とする「サステナビリティ推進委員会」を設置し、カーボンニュートラルを含めたESG（※2）に関する取組みを推進します。

電源の低・脱炭素化

ゼロエミッション電源（※3）比率
を更に高めるなど、
CO₂排出「実質ゼロ」の
電気を安定的に供給

電化の推進

最大限の電化に挑戦し、
需要側のCO₂排出削減

に貢献

カーボンニュートラルを含めたESGに関する取組みを推進

サステナビリティ推進委員会の設置

九電グループ経営ビジョン2030

九電グループ カーボンニュートラルビジョン2050

エネルギーサービス事業の進化

低炭素で持続可能な社会の実現に挑戦
し、より豊かで、より快適な生活をお届け
します。

戦略Ⅰ 持続可能なコミュニティの共創

九州各県の地場企業として、新たな事業・
サービスによる市場の創出を通じて、地
域・社会とともに発展していきます。

戦略Ⅱ戦略Ⅱ
経営を支える基盤の強化を図り、九電グ
ループ一体となって挑戦し、成長し続け
ます。

経営基盤の強化戦略Ⅲ戦略Ⅲ

2030年の
ありたい姿

　　九電グループの事業活動
を通じたサプライチェー
ン全体の温室効果ガス
（GHG）の排出量から、「吸
収量と除去量」を差し引い
た合計をゼロにすること

　　E：環境（Environment）、
S：社会（Social）、G：ガバナ
ンス（Governance）

　　再生可能エネルギーや原
子力発電など、発電時に
CO₂を排出しない電源

（※3）

（※2）

（※1）
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表紙のご紹介：熊本県阿蘇市 発行／2024.06

詳細な情報のご案内

九電グループ統合報告書

統合報告書
●九電グループの中長期的な
ビジョン・戦略や主要施策な
どをご紹介しています

ESGデータブック
●九電グループのESG（E：環境、S：
社会、G：ガバナンス）に関連する
取組みを詳細にご紹介しています
九電グループESGデータブック

「九電グループ コミュニケーションブック」では、持続可能な社会の実現に向けた
九電グループの取組みを、コンパクトにまとめてご紹介しています。

※2024年度版は9月発行予定 ※2024年度版は6月発行予定

「快適で、そして環境にやさしい」
そんな毎日を子どもたちの未来につなげていきたい。それが、私たち九電グループの思いです。

ずっと先まで、明るくしたい。

この思いの実現に向けて、私たちは次の4つに挑戦しつづけます。

1. 地球にやさしいエネルギーをいつまでも、しっかりと
2. 「なるほど」と実感していただくために
3. 九州とともに。そしてアジア、世界へ
4. 語り合う中から、答えを見出し、行動を

グループ理念「九電グループの思い」

九州電力株式会社 ビジネスソリューション統括本部 地域共生本部　総務・総括グループ
〒810-8720 福岡市中央区渡辺通2-1-82　TEL：092-726-1591　FAX：092-711-0357　
E-mail：kyuden_soumu@kyuden.co.jp

■本冊子に関するご意見・お問合せ先


